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弦
つ る ま き

巻 早苗さん(中田新田・30歳)

マイ・ガーデニング

小さく可憐な花が好きです !

シャッターチャンス！
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　　　　再生紙を使用しています。　　　　環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

お兄ちゃんらしくなったよ！

　3月に3歳になった龍
りゅうのすけ

之輔は、おとなしい性格で、お

絵かきが大好きです。トラックがお気に入りで、毎日ト

ラックの絵を書いています。弟の孝輔は、反対に活発

な性格で、走り回ったり音楽に合わせて踊ることが大

好きです。最近は、龍之輔もずいぶんお兄ちゃんらし

くなってきました。8歳年上のお姉ちゃんを見習って

弟の面倒を見るようになったのです。

　弟に話しかけたり、おもちゃを取ってあげたり、お

姉ちゃんとお手伝いをしたり、とても優しいお兄ちゃ

んです。姉弟3人で遊んでいる時は、とてもにぎやかで

すが、その

光景はほ

ほ笑ましく

幸せその

もの。

　それぞ

れが元気

いっぱい

健康に育っ

てほしいと

思います。

　

昨
年
末
、
藤ふ
じ
か
け懸
氏
よ
り
旧
古
河
城
獅

子
ヶ
崎
遺
構
の
土
地
が
市
へ
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。
同
地
は
古
河
城
御
成
門
に
続

く
土
塁
と
堀
の
一
部
で
す
。

　

古
河
城
は
古
河
公
方
時
代
を
経
て
、

江
戸
時
代
初
期
の
歴
代
城
主
が
数
十
年

か
け
て
拡
張
整
備
し
、
関
東
で
は
有
数

の
規
模
を
誇
る
城
郭
で
し
た
が
、
明
治

維
新
後
の
廃
城
令
や
河
川
改
修
に
よ
り

城
域
の
ほ
と
ん
ど
が

河
川
敷
と
な
り
消
滅

し
た
と
み
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
一
昨
年
、

教
育
委
員
会
に
よ
る

城
跡
の
測
量
調
査

で
、
街
中
を
細
か
く

み
て
い
き
ま
す
と
当

時
の
地
割
り
が
か
な

り
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
の
一
つ
が
、
桜
町
の
獅
子

ヶ
崎
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
獅
子
ヶ
崎
に
隣
接
す
る
御

成
門
は
江
戸
時
代
初
期
の
城
主
、
永
井

氏
時
代
に
造
営
さ
れ
ま
し
た
。
将
軍
家

の
日
光
社
参
の
際
、
将
軍
が
古
河
城
二

の
丸
御
殿
に
宿
泊
す
る
た
め
、
こ
の
門

か
ら
お
成な

り
に
な
り
ま
し
た
。  

　

明
治
３
年
、
武
藤
松
庵
が
長
谷
寺
側

か
ら
撮
影
し
た
御
成
門
を
見
ま
す
と
写

真
手
前
に
百
間
堀
が
広
が
り
、
左
手
に

石
垣
が
築
か
れ
、
そ
の
上
に
土
塀
と

高こ
う
ら
い
も
ん

麗
門
が
見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
左
手

に
は
付
随
し
て
櫓
や
ぐ
ら
も
ん門
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
に
は
常
時
昼
間
２
人
、
夜
間
は
５
人

が
交
代
で
不
寝
番
に
あ
た
り
、
櫓
門
上

に
は
合
図
に
つ
か
う
太
鼓
が
置
か
れ
ま

し
た
。

　

い
ざ
戦
闘
の

際
は
百
間
堀
を
隔

て
た
向
か
い
側
の

出
城
と
一
体
と
な

っ
て
防
御
に
あ
た

り
、
さ
ら
に
門
の

北
側
面
に
は
土
塁

を
突
出
さ
せ
門
を

攻
撃
す
る
敵
を
横

手
か
ら
攻
め
ら
れ

る
構
造
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
突

出
部
は
現
在
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
猪
の

鼻
先
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
獅
子
ヶ
崎

と
命
名
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

石
垣
を
使
っ
た
城
門
は
関
東
で
は
珍

し
い
と
い
わ
れ
、
こ
の
地
の
重
要
性
が

伺
わ
れ
ま
す
。
幸
い
残
さ
れ
た
遺
構
の

保
存
・
活
用
法
が
今
後
の
課
題
で
す
。
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歴
史
博
物
館
学
芸
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鷲
尾
政
市

長谷寺側から見る御成門

　白とピンクの2株の花からこぼれたタネで、今年はこ

んなにもたくさんのさくら草が咲きました。毎年、さくら

草を育てていますが、年によって違いを感じます。春は、

さくら草、ビオラ、小さなつぼみをつけてきた忘れな草、

夏は、ポーチラカなど、小さく可憐な花が好きです。手入

れらしいことは、あまりできませんが、毎日の水やりなど

は、とてもリラックスできる時間で、私自身が花によって

いやされているように感じます。また、仕事の合間に孫

と花を眺めながら、遊ぶことも楽しみの一つです。

　店先のいろいろな花によって、道行く人にもお客様に

も季節を感じていただけたらとてもうれしく思います。　

　　　　　　　　　　　　　 柏崎 道子さん(本町二丁目)

古
河
城
御
成
門
と
獅
子
ヶ
崎

弟思いの龍之輔くん（右）(3歳2カ月)


